TexWorks(CentOS6.2)

第1章 TexWorks
参考資料・Webサイト
『TeXLive2011のインストール』http://blog.livedoor.jp/vine_user/archives/51909130.html#more
『centos6にtexworksをインストール』http://hidefumi-h.blog.so-net.ne.jp/2011-11-23 
texlive2011のインストール
フォントの埋め込み

texworks
1． texlive2011のインストール
(1) 事前準備　texliveのページからinstall-tl-unx.tar.gz をダウンロード
[shimoji@localhost ~]$ wget http://mirror.ctan.org/systems/texlive/tlnet/install-tl-unx.tar.gz

--2012-06-08 16:06:37--  http://mirror.ctan.org/systems/texlive/tlnet/install-tl-unx.tar.gz

mirror.ctan.org をDNSに問いあわせています... 80.237.159.15

mirror.ctan.org|80.237.159.15|:80 に接続しています... 接続しました。
[shimoji@localhost ~]$ tar zxvf install-tl-unx.tar.gz

install-tl-20120511/

install-tl-20120511/readme-txt.dir/

install-tl-20120511/readme-txt.dir/README.RU-cp1251

install-tl-20120511/readme-txt.dir/README.EN

install-tl-20120511/readme-txt.dir/README.ZH-CN
[shimoji@localhost ~]$ cd install-tl-20120511/

[shimoji@localhost install-tl-20120511]$
[shimoji@localhost install-tl-20120511]$ su

パスワード:****
[root@localhost install-tl-20120511]# ./install-tl
Actions:

 <I> start installation to hard disk

 <H> help

 <Q> quit

Enter command:I　　　　　＜―――Iと入力し[Enter]でインストール開始

2500程度のパッケージが処理されます。
（光100M回線で、40分程度かかります）

Most importantly, add /usr/local/texlive/2011/bin/i386-linux

 to your PATH for current and future sessions.

 Welcome to TeX Live!

Logfile: /usr/local/texlive/2011/install-tl.log

[root@localhost install-tl-20120511]#
続いて、TeXLive専用のパッケージマネージャであるtlmgrを利用してシンボリックリンクを追加しておきます。これにより、/usr/local/binなどにシンボリックリンクが作成され、そこからTeXシステムにアクセスすることができるようになるとともに、管理者権限を要求するTeX関連のコマンド(sudo texhash など)も実行時にフルパスで指定をしなくてもよくなります。また、TeXLiveのディレクトリを環境変数のPATH,MANPATH,INFOPATHに加える必要もありません。 

[shimoji@localhost install-tl-20120511]$ su

パスワード:****
[root@localhost]# /usr/local/texlive/2011/bin/i386-linux/tlmgr path add
リンクを取り除く場合は「path add」の代わりに「path remove」を用います。 

2． TeXLive2011のアップデート

上記の方法でインストールしたTeXLiveシステムをアップデートするには、同じくtlmgrを利用します。

はじめに下記のコマンドで国内のCTAN mirror(ここではjaist.ac.jpにしました)のリポジトリを指定しておきます。 

[root@localhost]#tlmgr option repository http://ftp.jaist.ac.jp/pub/CTAN/systems/texlive/tlnet/

tlmgr自体をアップデートするには、

$ sudo tlmgr update --self

また、インストールされているTeXLiveをすべてアップデートするには--allオプションを使います。

[root@localhost]# sudo tlmgr update --all

3． 日本語フォントの導入

これにより、/usr/local/texlive/2011以下にファイルがインストールされる。

xdviが日本語に対応していないようなので、xdviを使うときは、xdvik-22.84.14-j1.40のインストールメモの記事を参考にxdviを/usr/local/texlive/2011/bin/i386-linuxにインストールする。
フォントの埋め込み
ipaフォントの埋め込みを設定する場合

# updmap-sys --enable KanjiMap=ptex-ipa.map

ipaフォントの埋め込みを解除する場合

# updmap-sys --disable ptex-ipa.map
4． CentOs6にtexworksをインストールする
centosにtexworksをインストールするには、

・subversion 

・poppler-devel 

・poppler-qt4-devel 

・qt-devel 

・hunspell-devel 

・dbus-devel

が必要である。qt-devel をインストールするとqmake, qmake-qt4が/usr/lib/qt4/bin/にインストールされる。（今後のことを考えると/usr/lib/qt4/binにPATHを通しておいてもよいと思う。）

インストールするには下記のコマンドによる。
% su

# yum install subversion poppler-devel poppler-qt4-devel qt-devel hunspell-devel dbus-devel

# exit

% cd 

% mkdir tmp

% cd tmp

% svn checkout http://texworks.googlecode.com/svn/trunk/ texworks-read-only

% cd texworks-read-only

% /usr/lib/qt4/bin/qmake-qt4 

% su

# make install

# exit

(1) texworksの起動

% texworks &

(2)texworksの設定

/usr/local/texlive/2011/bin/i386-linux/pdfplatex.shの作成

#!/bin/sh

platex $1 || exit 1

dvipdfmx $1 || exit 1

実行権限の設定
# chmod 755 /usr/local/texlive/2011/bin/i386-linux/pdfplatex.sh
(3)タイプセットの変更

「編集」→「設定」→「タイプセット」から下記のとおりタイプセットの方法に「pdfplatex」を追加する。

---------------

名前：pdfplatex

プログラム:/usr/local/texlive/2011/bin/i386-linux/pdfplatex.sh

引数：$basename

------------------

設定完了後のプレビュー画面（用紙設定が反映され、漢字も正しく表示される）
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%% LyX 2.0.3 created this file. For more info, see http://www.lyx.org/.
9%S% Do not edit unless you really know what you are doing.
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第2章 LyX

参考資料・Webサイト
『lyx-howto』http://www.int.otaru-uc.ac.jp/lyx-howto/install/linux
1． LyXダウンロードとインストール

lyx ダウンロードページ、http://www.lyx.org/WebJa.Download
最新版をダウンロードしてインストールが可能です。

下記のバージョンは2.0.3です。

ソースからのインストールには、大変な時間が掛かります。

目安としてFMV-B8250 Core2Duo U7500（1.06GHz）メモリ2M、Centos6.2では、

lyx のコンパイルに20分程度、かかりました。
[root@localhost ~]# yum -y install qt4-devel
[root@localhost ~]# yum install ImageMagick
[shimoji@localhost lyx]$ mkdir lyx

[shimoji@localhost lyx]$ cd lyx

[shi… lyx]$ wget ftp://ftp.lyx.org/pub/lyx/stable/2.0.x/lyx-2.0.3.tar.gz
[shimoji@localhost lyx]$ gzip -dc lyx-2.0.3.tar.gz | tar xvf –
[shimoji@localhost lyx]$ cd lyx-2.0.3
[shimoji@localhost lyx-2.0.3]$ ./configure

[shimoji@localhost lyx-2.0.3]$ make

[shimoji@localhost lyx-2.0.3]$ su

[root@localhost lyx-2.0.3]# make install

2． LyX起動画面
[shimoji@localhost lyx-2.0.3]$ lyx

コンソールからlyxと入力すると、起動画面が表示されます。
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Tex関連のインストールは、ptetex3による方法か、texlive2011による方法の２通りがあるようです。混乱しないよう、手順の確認が必要です。

また、選択した方法により、インストールするパッケージおよび手順が違ってくるので要注意。
http://texlive2011lyx203.blogspot.jp/

★★★TeX Live 2011( or MacTeX 2011) & LyX 2.0.3の導入★★★

ネットでいろいろ調べると，導入は非常に面倒(^_^;;)

しかし，なぜか以下で示す簡単な導入方法で，綺麗なPDF出力が出来ました．

PDF出力だけであれば，文字コードをUTF-8にする必要はありませんでした．

（LyXで作成した文書を[ファイル](F)⇒[書き出し](E)⇒PDF(divpdfm)でPDFへ）

LyX設定も，言語設定以外defaultのまま．

LyX文書設定も簡単．

全ての過程が非常に簡単でした．
ぜひ試して下さい．
導入確認OS：

Windows XP pro，Windows 7 pro．

Mac OS X Lionの場合はMacTeX 2011導入．

LyX 2.0.3も同様の設定で問題無く使えています．

やはり，UTF-8の設定はしていません．

★Mac OS Lionの場合：

MacTeX ⇒ MacTeX.mpkg.zip

LyX-2.0.3 ⇒ LyX-2.0.3+qt4-carbon.dmg

★WindowsとMac OSでの導入方法はほとんど同じ．

★Windows ⇔ Mac OS間でのdataのやり取りも問題なし．

◆ Step 1 ◆ TeX Live 2011のインストール．

┃
┣❶ TeX Live ISO imageのダウンロード．

┃┃  次のミラーからtexlive2011-20110705.isoをダウンロード．

┃┃  http://ftp.jaist.ac.jp/pub/CTAN/systems/texlive/Images/

┃┃  http://ftp.naist.jp/pub/TeX/CTAN/systems/texlive/Images/

┃┃  http://ftp.nara.wide.ad.jp/pub/TeX/CTAN/systems/texlive/Images/

┃┃  http://ftp.yz.yamagata-u.ac.jp/pub/CTAN/systems/texlive/Images/

┃┃  http://mirror.math.kyushu-u.ac.jp/tex-archive/systems/texlive/Images/

┃┃  http://ftp.kddilabs.jp/pub/ctan/systems/texlive/Images/

┃┃  http://www.dnsbalance.ring.gr.jp/pub/text/CTAN/systems/texlive/Images/

┃┃  http://www.ring.gr.jp/pub/text/CTAN/systems/texlive/Images/

┃┃  http://core.ring.gr.jp/pub/text/CTAN/systems/texlive/Images/

┃┃  http://mirror.ctan.org/systems/texlive/Images/

┃┗━━
┃
┗❷ TeX Live 2011のインストール．

    ┃  texlive2011-20110705.isoをDVDに書き込む．

    ┃  作ったDVDでTeX Live 2011をインストール．

    ┣━━

    ┃途中で，

    ┣▶導入先 ⇒ C:\texlive\2011

    ┣▶既定用紙:設定先=: (●)A4 (○)レター

    ┣▶☑Add menu shortcuts

    ┣▶☑全ユーザ用に導入

    ┃

として下さい．
少し時間はかかります．
ネットワークインストールよりましでしょう．
◆ Step 2 ◆ LyX 2.0.3のインストール．

┃
┣❶ LyX 2.0.3の簡易インストーラーのダウンロード．

┃┃  次のサイト or ミラーからLyX-2.0.3-2-Installer.exeをダウンロード．

┃┃  http://www.lyx.org/Download

┃┃  http://www.lyx.org/WebJa.Download

┃┃  http://gd.tuwien.ac.at/publishing/tex/lyx/bin/

┃┗━━
┃
┗❷ LyX-2.0.3-2-Installer.exeを実行．

    ┃途中で，

    ┣━ Choose Users

    ┃  (●)Install for anyone using this computer

    ┃  (○)Install just for me

    ┃

    ┣━ LaTeX Typesetting System

    ┃  (○)Download MiKTeX

    ┃  (●)Use an existing LaTeX system in the following folder:

    ┃          [C:\texlive\2011\bin\win32]

    ┃          This folder should contain tex.exe

    ┃  (○)Install without a LaTeX typesetting system (not recommended)

    ┃

    ┣━ Choose Install Location

    ┃  C:¥Program File¥LyX20

    ┃

とします．インストールは直ぐに終了します．
次いで，LyX設定です．

◆ Step 3 ◆ LyX設定．

┃
❶ LyXの起動．

┃
❷ [ツール(T)] ⇒ [再初期設定(R)]をクリック．

┃（Step 3後，Step 4後でも可？ or 必須？ or 施行した方が良いかも？）

┃
❸ [ツール(T)] ⇒ [設定(P)]をクリック．

┃
❹ LyX設定．

┣━ 操作性:defaultのまま．

┣━ 編集:defaultのまま．

┣┳ 言語設定⇒言語

┃┃日本語の文書を作成する場合はbabelをoffにします．

┃┗言語
┃      ┣▶操作画面用言語(I):[日本語]へ変更．

┃      ┣▶言語パッケージ(K):

┃      ┃          [任意設定]とし，[\usepackage{babel}]の欄を空白へ．

┃      ┣▶開始コマンド(T):[\selectlanguage{$$lang}]の欄を空白へ．

┃      ┣▶終了コマンド(N):[空白]のまま．

┃      ┣▶☐言語を大域的に設定(G):default設定のチェックをはずします．

┃      ┣▶☑自動開始(B):defaultのまま．

┃      ┣▶☑自動終了(E):defaultのまま．

┃      ┣▶☐外国語をマークする(F):default設定のチェックをはずします．

┃      ┃その他はdefaultのまま．

┃      ┗━

┣━ 出力:defaultのまま．

┗━ ファイル処理:defaultのまま．

最後に，LyX文書設定です．

◆ Step 4 ◆ LyX文書設定．

┃
┃新規作成後に以下のように設定．
┃[文書(D)]⇒[設定(S)]をクリック．

┃
❶ LyX文書設定．

┃
┣❷ 文書クラス

┃┣ 文書クラス(C)

┃┃  [ article ( Japanese New ) ] …など．｢Japanese｣が付く他でも可．

┃┗ クラスオプション

┃    ┃

┃  任意設定(T):

┃    ┣ ▶[空白] とした場合，

┃    ┃（❸フォント⇒基本寸法(B):既定値10pt⇔10pt⇔11pt⇔12ptと可変可能）

┃    or

┃    ┗ ▶[12pt,papersize]とした場合，常に12ptで固定．

┃        （❸フォント⇒基本寸法(B):どの設定にしても常に12ptで可変不可）

┃
┃（この間はdefault設定まま）

┃
┣❸ フォント

┃┗ 基本寸法(B):既定値10pt⇔10pt⇔11pt⇔12ptと可変可能．

┃   （❷文書クラス⇒クラスオプション⇒任意設定(T):[空白]の場合のみ）

┃
┗❹ 言語

    ┣ 言語(L):[日本語]

    ┣ 引用様式(Q):["テキスト"]

    ┣ 文字コード

    ┃  (●)言語既定値(D):defaultのまま，ここをチェック．

    ┃  (○)その他(E):チェックせず．Japanese (non-CJK) (UTF-8) 追加無し．

    ┗ 言語パッケージ(K):

          ┣ [既定値]

          or

          ┗ [任意設定]+[空白]

以上です．TeX Live 2011，LyX 2.0.3の導入は終了です．

◆ Step 5 ◆ PDFへの書き出し．

┃
┃LyXを起動．

┃新規文書作成 & 設定（◆◆ Step 4 ◆◆参照）．

┃
最後に，[ファイル](F)⇒[書き出し](E)⇒PDF(divpdfm)でPDFへ．

◆ 注意-1 ◆

ユーザ名が『2バイト文字』だとLyXでエラーが出るとのこと．

私は，もともとユーザ名を『1バイト文字列』にしていました．

新たにユーザを作成し，ログオフ後，新ユーザでログイン．
LyX設定⇒[ツール(T)] ⇒ [再初期設定(R)]を実行．

新ユーザでも使用出来ました．
この場合も，ユーザ名を『1バイト文字列』としました．

◆ 注意-2 ◆

ユーザ名が『1バイト文字列』でも『&』が入るとLyXでエラーが出ました．

『1バイト文字列』の中に『空白』が入っていてもLyXでエラーは出ませんでした．

◆ AMS-LaTeX ◆

AMS-LaTeXを使うと、何段もの複雑な数式混じりの文書作成も可能です．

AMS-LaTeXとはアメリカ数学会（American Mathematical Society）によって開発されたパッケージおよびクラスファイルです．

LyXがを使うなら、ぜひAMS-LaTeX環境を使って下さい．簡単です．

私は理系でのレポート作成に利用しています．
LyXで作成した文書を直接PDF出力しています．

今のところbestな環境と思っています．

難しい漢字はほとんど使いません（理系で横書きのみ）．
文系の方で難しい漢字を使うと問題が発生？？？するかも？
そこまでは確認していません．
問題点が有りましたら連絡をお願いいたします
3． 参考資料

TeXLive2011をGUIでインストールする方法の記述があります。
UbuntuにUTF-8対応のLaTeXを導入[GUIだからかんたん：TeXLive2011]
http://ameblo.jp/tgnx8810/entry-11082511522.html
Qtコンパイル環境のための資料
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